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 本報告書は、文部科学省の平成 24 年度放射性物質測定調査委託事業

による委託業務として、独立行政法人日本原子力研究開発機構が実施し

た平成 24 年度「福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の長期的

影響把握手法の確立」の成果を取りまとめたものです。 
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